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メイクアップ ×
リハビリテーション

活動と参加に焦点を当てたメ
イクセラピーの活用

猪俣亜海
作業療法士

資生堂メイクセラピスト
旭神経内科リハビリテーション病院

化粧をした患者さんの

表情 言葉 行動
が変わることに気が付いた。

なんとなく変わった から 『確実に良くなった』
と自信を持って言いたかった。

高齢者に化粧を導入しようと思ったきっか
け

高齢者と関わる一つの
手段として化粧を活用する

化粧の歴史を振り返る
古墳時代 基本の3色の登場 白 赤 黒

平安中期 日本人の感覚に合った美意識の誕生 直線的な眉

江戸時代 「黒の化粧」女性の社会的属性の象徴（身分・年齢・未既婚）
・

・

戦後 昭和２０～３０年代

美容の復活。娼婦は終戦直後のファッションリーダー

赤の口紅 外人風「立体化粧」
カラーテレビの普及

昭和４０年代

イギリス人モデル ツイッギーによるアイメイクの大ブーム到来

社会現象とともに形を変えてきた時代を映す鏡

フタやキャップの開閉、ブラシの操作によって

１．三角筋（前部）
２．上腕二頭筋
３．総指伸筋
４．浅指屈筋
５．第一背側骨間筋 の強化が期待

身体機能への影響

化粧動作は、食事動作の
約２～３倍筋力を使う！

１．脳血流の向上（左前頭前野）

２．ストレスホルモン減少

（唾液中コルチゾール）

３．脳波が注意域→正常域に近づく

４．認知機能の低下を抑制

脳への効果

急性期病院 回復期病院

施設
（老健・特

養・
ケアハウス）

療養型
病院

在宅

人生
の

分れ道

いかに『意欲』
を

引き出せるかがポイント

この時期に
化粧する意味がある

怪我・病気

生きがい感と
化粧の関係

外出する 人と会う

定期的に
何かをする

楽しい
と感じる

継続意欲
向上

生き甲斐

化粧をする

参考：資生堂 化粧療法 ライフクオリティービューティーセミナー
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化粧と外出の関連性
高齢女性では外出頻度と化粧品度の関連が認められ、

外出頻度が高い人は化粧頻度が高く、外出頻度が低い人は

化粧頻度が低かった

《 外出頻度（高・低）×化粧品度（高・低）のX²検定にて 》

参考文献：「高齢女性における化粧行動」 著者久家慶子, 木藤恒夫

差がある

参考文献：「高齢女性における化粧行動」 著者久家慶子, 木藤恒夫

行動変容 精神の安定

生活リズムの獲得 高次脳機能への

アプローチ

多種多様

自己承認

自己表現の多様化

成長欲求の増進

他者承認

化粧によって『新しい自分』との出会い、
自信が生まれる

笑顔が増える・行動変容・活動的になる

「もっときれいになりたい」「魅力を開花させたい」
自分自身のさらなる可能性に期待できるようになる

変化を察知した他人から「なんか変わったね」
「輝いているね」と言葉かけがある

強化

アイライン

37%

眉毛

32%

アイシャドウ

11%

マスカラ

１０％

ほお紅

5%

ファンデーショ

ン

5%

口紅

0%

Q.化粧をする上でやりにくい部分はどこですか？ 年をとっても「女性」
であることを楽しめたり、

「女性」を感じられる場を
提供する事は、

ご本人だけでなく、

周りの人や
家族の安心に繋がる。


